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2017年実績は、10月9日までに報告のあった数の集計です。本年の駆除は９月末で終了しましたが、万一10月以降も作業さ
れた方は、お手数ですがお知らせください。（この通信は環境省グリーンワーカー事業「平成29年度利尻島外来種除去等業
務」を受託して発行しています。）

 今年最後の駆除会を10月7日（土）に南浜湿原で実施しました。当
日は、恒例になった利尻富士町役場の「長無し会」のメンバー12人、
一般の方が2名、環境省AR1名とPV3名、わたしを合わせて18人の
参加となりました。今年も大きな個体はほとんどなく、地面に広が
る葉っぱのみの個体を中心とした小さなものも多かったのですが、
1,173本の駆除となりました。長無し会の方々、毎年のご協力あり
がとうございました。 
　そして、今年も目標の53,250本を2万本も上回る77,398本もの駆
除数となりました。これも偏に皆様の積極的な駆除作業があったか
らこそです。本当に、ご協力ありがとうございました。沼浦も種富湿
原も限りなく根絶に近づいています。なお、種富湿原の駆除数が増
加したのは、湿原外側の駆除を行ったためです。 

　オニハマダイコン
は、意外な展開に
なりましたが、ヤ
ブボロギクは今年
は、確認されませ
んでした。来年も
確認されなければ、
根絶宣言したいと
思っています！ 
　来年もよろしく
お願いします！

2017年の駆除数は77,398本！！

これまで、そして、これから 
　駆除実績一覧の「沓形」ですが、実
はこの中には、札幌の和光技研株式会
社さんが、北海道から受託した「ポロ
ニショ川砂防工事環境調査」で、分布
が確認されて駆除した3,556本が含ま
れています。 
　ポロニショ川は蘭泊にあるのですが、
このように事業のための環境調査で分
布が確認された場合などは、北海道と
して防除をしてくれる場合があります。
和光技研さんでは、利尻島での防除活
動を、この通信で知っていたことから、
駆除前に連絡をいただき、駆除数の報
告をお願いしていたものです。 
　こうして、行政から発注される業務
内でもオオハンゴンソウ防除がされて
いくことは、とても心強いものです。
所謂、行政と民間等が協働していくこ
とで、少しでも防除の取り組みが広が
り、効果的な防除活動になって行くこ
とと思います。　

種富湿原 南浜湿原 オタトマリ沼 仙法志 沓形 鬼脇 鴛泊 計

2017年目標 2,500本 50,000本 500本 50本 200本 0本 0本 53,250本

2017年実績 5,330本 66,865本 381本 8本 4,814本 0本 0本 77,398本

地区 種類 駆除

沼浦海岸 オニハマダイコン 1,041本

北麓野営場 ヤブボロギク 0本

ポン山 コウリンタンポポ 118本

利尻島内 オオキンケイギク 0株
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パネル展は、現在、鴛泊フェリー
ターミナルで10月13日まで、
その後は利尻富士町役場で10
月24日まで行っています！


